
いも類振興情報　No.128　2016.7

目　　次

巻頭言
　サツマイモ論争の思い出 中谷　　誠…… 1

特集　平成27年度いも類講演会から
　ジャガイモ食品中のアクリルアミドをめぐる状況 小田　雅幸…… ２

　食用サツマイモ育種研究の最新動向 片山　健二…… ８

　サツマイモの生産から加工品まで体験できる 棚谷　保男…… 12
　　なめがたファーマーズヴィレッジ 永尾　俊一

調査・研究
　ジャガイモ育種と関わって三十数年（３） 森　　元幸…… 17
　　ージャガイモシストセンチュウ、需要の変化、気象変動に向き合ってー

　平成27年度かんしょ品質評価研究会の概要 片山　健二…… 22

  甘藷製しょうちゅうの原料品種と現状 渡辺健太郎…… 26

　戦争による食糧難のころのサツマイモ 井上　　浩…… 30

産地情報
　道南さつまいもフォーラム 高濱　雅幹…… 36
　　ー道産さつまいもの生産拡大の可能性を探るー

料理
　サツマイモの西洋料理 若林　昌英…… 40
　　ー洋食屋さん定番メニューに仕上げたサツマイモー

トピックス
　線虫の土の中での移動 鈴木　崇之…… 45

　第1回世界ほしいも大会の概要 狩谷　昭男…… 47

編集後記 …………………………………………………………………………………53

表２ 表３

◇ 　私が住む埼玉県川越市で今年、ウグイスの初鳴きを聞いたのは２月29日であった。
また、家庭菜園でモンシロチョウの初舞いを見たのは３月17日である。桜は４月１
日にほぼ満開となり、３月下旬から４月上旬までの２週間にわたり花見を楽しむ。
　 　初夏の訪れを告げるカッコウは、毎年５月13～30日の間に飛来し初鳴きを聞く
ことができ、気持を和ませてくれていた。その鳴き声も、2012年に止まり木となっ
ていた大きな欅が伐採されたためであろうか、今は聞けない。生き物の自然な営
みを大切にし、静かに見守っていきたい。
◇ 　一般財団法人いも類振興会の平成28年度第１回通常理事会は５月12日に、定時
評議員会は５月26日にそれぞれ開催され、平成27年度の事業報告書・決算書を承
認いただく。為替レートが円高に動くなどその変動も大きく、当振興会における
事業運営資金の確保は厳しい状況にある。しかし、関係者の協力・支援を得て、
平成28年度も引き続き当振興会の役割を着実に果たしたい。
◇ 　恒例の平成27年度いも類講演会は、平成28年３月10日にいも類振興会と日本い
も類研究会の共催により東京・赤坂の三会堂ビル石垣記念ホールで開催され、63
名の方が来場。干しいも、ポテトチップスの試食も提供した。講演会終了後の情
報交換会にも、34名の参加者を得て懇親を深める。
　 　本誌No.128の特集は、「平成27年度いも類講演会から」と題して、その講演要旨
を取りまとめた。なお、４名の講師のうち、森 一幸氏のジャガイモ新品種「なが
さき黄金」の育成と特性については、諸事情があり追って掲載の予定である。
◇ 　2016年２月25日、ばれいしょ加工適性研究会に出席した帰り道、北海道中札内
村にある豆資料館・ビーンズ邸を見学した。この建物は、昭和27年に建築された
旧農林省十勝馬鈴薯原原種農場（帯広市幸福町）の趣があった事務所棟を、昭和
47年に解体し中札内村に移築したものだ。私は出張で昭和45年10月初めに、十勝
馬鈴薯原原種農場を訪れている。当時、事務所の屋根は赤色系であったが移築に
伴い青色系に塗り変わり、建物の内・外装によってその情景は一新されていた。
しかし、事務机・椅子などの備品は移築前当時の状態のままで使用されており、
よく見ると「農林省馬鈴薯原原種農場」の焼き印も確認することができ、いっと
き昔に思いを馳せた。
　 　本誌のNo.129から２か年計画で、「ばれいしょ原原種の生産農場」と題し、種苗
管理センター本部を含む全国８農場巡りの連載を企画している。この連載が、ば
れいしょ原原種生産の温故知新となることを願っている。　　　　　（狩谷　昭男）
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